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​令和８年　第５回宮崎市教育委員会定例会　会議録​

​１　日　時​ ​令和８年５月２２日（金）　１３：４０〜１５：００​

​２　場　所​ ​教育委員会室​

​３　出席者​ ​【教育長・教育委員】​

​　黒木教育長、松尾代表教育委員、片山教育委員、小林教育委員、高峰教育委員​

​【事務局】​

​　　園田教育局長​

​　　小川副教育長​

​　　（企画総務課）　  河野課長、黒木補佐、野邊補佐、佐藤補佐、大野主査​

​　　（学校教育課）　  中倉課長​

​　　（学校施設課） 　 斎藤課長​

​　　（生涯学習課）　  井ノ上課長​

​４　議　案​

​番　号​ ​件　名​ ​説　明　者​

​議案第１７号​ ​令和８年度一般会計補正予算案について​ ​教育局長​

​企画総務課長​

​学校施設課長​

​生涯学習課長​

​議案第１８号​ ​宮崎市特別支援教育就学相談委員会委員の委嘱につ​

​いて​

​学校教育課長​

​議案第１９号​ ​宮崎市青少年育成センター運営協議会委員の委嘱につ​

​いて​

​生涯学習課長​

​５　報　告​

​番　号​ ​件　名​ ​説　明　者​

​報告第１１号​ ​臨時代理について​ ​学校教育課長​

​報告第１２号​ ​令和８年度第1回宮崎市いじめ防止対策委員会につい​

​て​

​学校教育課長​

​報告第１３号​ ​令和７年度施設評価の結果及び宮崎科学技術館リ​

​ニューアル基本構想の策定について​

​生涯学習課長​
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​黒木教育長​ ​　それでは定刻となりましたので、ただいまから、第５回教育委員会定例会を​

​開会します。本日の傍聴者は、１名です。​

​　会次第「２会議録の署名人」です。本日の会議録の署名人は、私、黒木と、​

​小林教育委員を指名させていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。​

​教育委員​ ​　異議なし。​

​黒木教育長​ ​　次に、会次第「３行事報告等」に入ります。​

​　（１）教育長報告ですが、５月１３日から１５日にかけて行われた全国都市教​

​育長協議会第２回常任理事会、理事会合同会議、並びに総会・研究大会に​

​ついてです。総会では、決算、宣言・決議を行い、文部科学省講話では、毎​

​年展開している１６項目の内容の説明がありました。​

​　その中でも特に話題となったのは、部活動の地域展開が、どこも苦戦して​

​いるといった点です。小さい自治体では立地が悪く、指導者の確保が難しい​

​こと。大規模な自治体であれば大規模校の部活動を地域展開していく難しさ​

​を課題として抱えている傾向にあるとのことでした。国としては地域展開に向​

​けて補助を続けていくといった点が主な内容となります。​

​　また、福島県で発生したマイクロバスの事故を受けて、部活動における子​

​どもたちの送迎等について国から通知が出されていますが、我々のような地​

​方では「原則公共交通機関の利用」と言われても実効性が低いため、その​

​辺りを踏まえた対策をまた考えていきたいということもありました。​

​　次に教育委員報告ですが、５月２０日に行われた全国市町村教育委員会​

​連合会第７１回定期総会について、松尾代表教育委員から報告をお願いい​

​たします 。​

​松尾代表教育委員​ ​　こちらの定期総会でも議事進行と功労者表彰が行われ、午後には文部科​

​学省より最近の初等中等教育の政策の動向についての話がありました。​

​　1つ挙げますと、昨年民法が一部改正され、離婚した場合の共同親権が導​

​入されたことに伴い、学校の対応を求めるQA形式の資料が作成されていま​

​した。例えば、学校教育における看護や教育に関する日常の行為に該当し​

​ない行為について、それぞれの親権者から矛盾する意思を示された場合の​

​対応や、学校行事への参加希望を親権を持つ別親から申し込まれた場合の​

​対応などです。一部改正と言いながらも、学校現場で配慮しなければならな​

​い状況が多々想定されると感じたところです。​

​黒木教育長​ ​　ありがとうございました。​

​（３）教育局長報告について、５月１１日から１３日にわたって行われました令​

​和８年第２回宮崎市議会臨時会について、教育局長より報告をお願いいた​

​します。​

​園田教育局長​ ​　先に行われました宮崎市議会臨時会につきまして、その内容等についてご​

​報告をさせていただきます。５月１１日から１３日までの３日間で臨時議会が行​

​われ、宮崎市議会の副議長に図師勝幸氏が選任されました。任期は１年で​

​す。​

​　また、宮崎市議会では、総務財政、文教民生、建設企業、市民経済の４つ​

​の常任委員会が置かれることになっており、教育委員会が関係するのは文​

​教民生委員会となります。その文教民生委員会の委員の構成も新しく変わ​

​り、委員長が嶋田喜代子議員、副委員長が持原将之議員となりました。監査​

​2​



​委員には太場祥子議員、冨永千香議員が選任されています。​

​　来週の月曜日から議会からの各種事情聴取が行われ、教育委員会からも​

​今年度の事業等しっかり説明していきたいと考えています。​

​黒木教育長​ ​　ありがとうございました。​

​　それでは​​（５）​​各課行事報告に移ります。学校教育課の行事より運動会・体​

​育大会及びＭＩＹＡ活説明会について報告をお願いします。​

​中倉学校教育課長​ ​　小学校の運動会、中学校の体育大会については、５月に小学校７校、中学​

​校２４校が実施される予定となっています。​

​　１０月に小学校１４校、中学校１校、１１月に小学校２５校をもって、全ての小​

​学校の運動会と、中学校の体育大会が終了することになっています。​

​　５月１０日に行われた体育大会は、春晴れの中、生徒の発達の段階に応じ​

​て、様々な工夫をしながら、実施していました。生徒は一生懸命競走をした​

​り、演技をしたりして、充実した活動となっていました。生徒の一生懸命頑張​

​る姿に、地域の方々や保護者は、元気や感動をたくさんもらったことと思いま​

​す。​

​　次に、ＭＩＹＡ活説明会についてです。ＭＩＹＡ活説明会を５月１７日、日曜​

​日午後２時から４時３０分まで、清武町文化会館半九ホールで行いました。​

​　参加者は３５４名で、内訳として保護者が６５.６%、指導者・競技団体関係​

​者・学校関係者が２５.４%、市民の方々が９.0%でした。​

​　内容としましては、前半「認定地域クラブの基盤づくり」として、「認定地域ク​

​ラブ指導者について」「認定地域クラブ立上げについて」、後半「運用と生徒​

​の受入」として、「ホームページ、会費、アプリについて」「生徒の参加につい​

​て」説明しました。​

​　その中で、指導者については「大会引率の時間も指導の上限に入るのか」​

​「指導者の質の確保のためにも、認定する前に審査してほしい」「指導者が​

​いない場合はどうなるのか」、クラブ立上げについては「立上げ人数が揃わな​

​いと認定されないのか」「エリアに立上げクラブの上限を超えた場合はどうす​

​るのか。保護者会が優先か」、会費等については「今の部費はどうすればい​

​いのか」「平日で購入したもの、休日で購入したものは共有できるのか」「参​

​加人数に応じて会費は設定できないのか」、生徒の参加については「附属​

​中学校の生徒はどうなるのか」「生徒へも説明をしてほしい」などのご質問等​

​を頂きました。​

​　アンケートの結果からは、説明が理解できた方は ７４.１%、理解が難しかっ​

​た方が２５.９%でした。特に、項目２「認定地域クラブの立ち上げについて」は​

​説明が理解できた方が６４.３%、項目４「生徒の参加方法について」は７１.４%​

​と理解できた方の割合が低く、今後の課題となりました。​

​　また、今後「どのような方法での情報発信が望ましいですか」については、​

​学校からの案内が５９.６%、宮崎市ホームページが４３.９%、ＳＮＳ等が３６.８%​

​（複数回答可）でした。​

​　このアンケート結果から教育委員会主催でエリア別保護者への説明会、競​

​技団体等への説明会、各学校で生徒向け説明会が必要であると改めて認​

​識しました。​

​　また、情報発信は各学校を通じて行うのと同時に、ホームページやＳＮＳで​

​周知することが再確認できました。今後、さらに丁寧な説明や情報発信を進​

​めてまいります。​
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​黒木教育長​ ​　これまでの行事報告等について、委員の皆様から何かご質問等があればよ​

​ろしくお願いいたします。​

​松尾代表教育委員​ ​　先日の全国市町村教育委員会連合会で県外の教育長と意見交換した中​

​でも、部活動の地域展開はまだ進んでいないところが多いと感じました。宮​

​崎市はここまでよく進められていると実感した次第です。新しく形が変わって​

​いくからこそ丁寧な説明が大事ですし、今回のように説明会を通じて秋に向​

​けた課題を見つけるという意味でも、非常に大きな意味があったのではない​

​かと感じます。課題を整理して着実に前進していただきたいです。​

​小林教育委員​ ​　理解が難しかったという方が４分の１程度いたということを把握されたこと自​

​体が成果だったのではないかと思います。具体的な説明会を積み重ねてい​

​ただいて、市民の方にご理解いただく機会を設けることがこれから求められて​

​いると思います。​

​黒木教育長​ ​　部活動の地域展開については、まだ見たことのないものに対してイメージ​

​することの困難さを伴うため、各地域や中学校区で細やかに説明会を重ねて​

​いく必要があると思っています。担当課と進めてまいります。​

​　それでは、４の議事に入りたいと思います。​

​　本日、議案が３件、報告が３件です。議事の進行上、議案第１７号について​

​は後ほど説明をお願いします。​

​　では、議案第１８号「宮崎市特別支援教育就学相談委員会委員の委嘱に​

​ついて」事務局から説明をお願いします。​

​中倉学校教育課長​ ​　議案第１８号、宮崎市特別支援教育就学相談委員会委員の委嘱について​

​です。​

​　宮崎市特別支援教育就学相談委員会は、幼児及び児童生徒が就学先の​

​選択を行う際、就学相談及び支援を行うために設置しているものです。本議​

​案は、宮崎市特別支援教育就学相談委員会条例第３条及び第４条により、​

​委員の任期を２年としており、本年度はその２年目にあたりますが、委員の異​

​動や退職により３名を補欠の委員として委嘱するものです。任期は前任者の​

​残任期間となります。３名の内訳は学識経験者１名、特別支援教育コーディ​

​ネーター２名となっています。​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明について、質問等はありませんか。​

​教育委員​ ​　なし。​

​黒木教育長​ ​　他にないようでしたら、議案第１８号「宮崎市特別支援教育就学相談委員​

​会委員の委嘱について」承認いただけますでしょうか。​

​教育委員​ ​　異議なし。​

​黒木教育長​ ​　ありがとうございます。​

​　では、続いて議案第１９号「宮崎市青少年育成センター運営協議会委員の​

​委嘱について」事務局から説明をお願いします。​

​井ノ上生涯学習課​

​長​

​　議案第１９号「宮崎市青少年育成センター運営協議会委員の委嘱」につい​

​て説明します。​

​4​



​　宮崎市青少年育成センター運営協議会は、青少年育成センターの運営に​

​関し、必要な事項を協議していただく機関です。​

​　本議案は、昨年６月１日から委嘱しておりました１３名の委員のうち、４名の​

​委員が、人事異動や関係団体の役員の交代により変更になりましたことか​

​ら、宮崎市青少年育成センター条例第５条及び、宮崎市青少年育成セン​

​ター条例施行規則第８条の規定により、後任の委員を委嘱するものです。​

​　任期は、残任期間である令和８年６月１日から令和９年５月３１日までの１年​

​間です。　​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明について、質問等はありませんか。​

​教育委員​ ​　なし。​

​黒木教育長​ ​　他にないようでしたら、議案第１９号「宮崎市青少年育成センター運営協議​

​会委員の委嘱について」ご承認いただけますでしょうか。​

​教育委員​ ​　異議なし。​

​黒木教育長​ ​　ご承認ありがとうございます。​

​　では、続きまして、３件の報告に入ります。​

​　報告第１１号「臨時代理について」事務局から説明をお願いします。​

​中倉学校教育課長​ ​　報告第１１号「臨時代理について」です。​

​　令和５年度までに設置した市内すべての小中学校の学校運営協議会の委​

​員の委嘱について報告するものですが、市内の７１小中学校に、２４の中学​

​校区と３の単独校で学校運営協議会を設置しており、別紙に掲げる４１４名の​

​委員を委嘱することを報告します。​

​　本年度、新たに学校運営協議会委員になられた方は、１１６名です。​

​　学校運営協議会の委員につきましては、任期が令和８年３月３１日までと​

​なっていたことから、本来であれば３月の定例教育委員会で委嘱の承認を得​

​るべきところですが、３月の時点では対象学校の校長が決まっていないこと、​

​PTA等の各団体の総会が４月末から５月にかけて開催されていることから、宮​

​崎市教育委員会事務委任規則第４条、臨時代理の規定により、報告するも​

​のです。​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明について、質問等はありませんか。​

​教育委員​ ​　なし。​

​黒木教育長​ ​　報告事項とは直接関係ありませんけれども、今月末からは、この学校運営​

​協議会の委員の方々を対象に、それぞれまた各地区ごとに「未来の学校」づ​

​くりに関する説明会を行っていく予定となっています。　​

​　それでは、他にないようでしたら、議事の進行上、報告第１２号「令和８年度​

​第１回宮崎市いじめ防止対策委員会について」につきましては、議事の進行​

​上、後ほど事務局から説明をお願いします。​

​　次に、報告第１３号「令和７年度施設評価の結果及び宮崎科学技術館リ​

​ニューアル基本構想の策定について」事務局から説明をお願いします。​

​井ノ上生涯学習課​

​長​

​　それでは、大淀川学習館の施設評価及び宮崎科学技術館リニューアル基​

​本構想の策定について報告します。​
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​　本件は、令和８年５月８日市長定例記者会見において発表されたもので​

​す。​

​　「令和７年度施設評価の結果について」説明します。​

​　こちらは都市戦略課の実施した施設評価の結果報告となります。生涯学習​

​課の所管する大淀川学習館については、２月に発表された施設評価（案）に​

​おいて、大淀川学習館の機能を一部移転し、科学技術館に統合・集約する​

​案が出されていました。​

​　施設評価全体のパブリックコメントに９５件の意見が寄せられ、うち６６件が​

​大淀川学習館に関する意見でありました。内訳ですが、自然・生き物とのふ​

​れあい、体験学習の機能維持が４０件、大淀川の存続を求める声が３７件な​

​ど、多くの意見が寄せられました。​

​　これらを踏まえ、大淀川学習館の機能を一部移転し、科学技術館に統合・​

​集約することは、市民に対する説明が不足していると判断し、最終評価を​

​「継続」に変更することとなりました。​

​　しかしながら、科学技術館と大淀川学習館の両館は、市の財政負担が大き​

​い施設ですので、大淀川学習館を継続するにあたっては、魅力的な施設運​

​営の実施、最小限の改修、入館料の導入など、施設経営の手法を検討して​

​いくこととします。併せて、科学技術館については改修費用を精査し、コスト​

​削減に努め、リニューアルを行います。​

​　みやざきアートセンターについては、図書館的機能を有する施設に変更と​

​なりました。当初、図書館法の図書館を想定しておりましたが、中心市街地​

​に立地する公共施設として、時代のニーズに対応し、一定の集客力や居場​

​所としての機能を最も効果的に発揮させるため、図書館以外の機能も併せ​

​持つ「図書館的機能」を有する施設とすることとなりました。​

​　図書館法に定める図書館ではないため、教育委員会所管施設とはなりま​

​せんが、図書館的機能の部分については、市長部局と連携していくこととな​

​ります。​

​　続いて、「宮崎科学技術館リニューアル基本構想の策定について」です。​

​　科学技術館については、昭和６２年の開館から３８年が経過し、設備の老朽​

​化が進んでいます。また、展示内容も２０年以上更新されておらず、現代の​

​学習ニーズへの対応が求められているところです。そのため、今回、空調設​

​備等の更新工事に併せて約２０年ぶりにリニューアルを実施いたします。​

​　メインコンセプトは、「私たちと宇宙・生命を科学でつなぐ、『なぜ?』から始​

​まる宮崎科学技術館」。メインターゲットは、知的好奇心が広がる「小学校高​

​学年」を学びの起点とし、そこでの気づきが中学生、高校生へと発展的な学​

​びに繋がるような環境を整えます。​

​　展示分野については、「宇宙科学」「生命・医学」「環境・エネルギー」の３​

​つの分野に整理し、より幅広い科学への興味を育みます。​

​　プラネタリウムについては、学校教育との連携をさらに強化し、学習内容に​

​合わせたプログラムを提供するとともに、夜間活用などの多目的な利用を促​

​進します。また、子どもの学びはもちろんですが、大人や県外からの観光客​

​も楽しめる施設としての価値を高めます。​

​　なお、今後、リニューアル基本構想に基づき、具体的な基本計画の策定等​

​に取り掛かってまいります。業者選定の状況や、計画の検討状況など、都​

​度、必要に応じて、報告に入りたいと考えています。​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明について、質問等はありませんか。​
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​片山教育委員​ ​　大淀川学習館は、なかなか自然と触れ合うことができない子どもたちの自​

​然と触れ合うきっかけになりますし、宮崎県は水族館がないので魚をみせる​

​こともできますし、雨の日に過ごす場所としてもいい施設です。大淀川学習​

​館が残るということは、子育て世代には非常にありがたいです 。​

​　科学技術館においても、ただピッと押すだけではなく、昔ながらの「なぜ」と​

​いう原理原則が学べる体験の良さも残していただきたいです。リニューアルに​

​期待しています 。​

​松尾代表教育委員​ ​　大淀川学習館に関しては、パブリックコメントを通して結論が「継続」に変​

​わったことに関して、我々教育委員会でもう少し議論すべきものがあったので​

​はと自問自答する部分もあります 。今後入館料を取っていくとなると展示の​

​工夫など大変だとは思いますが、環境教育の面で貢献できる館を目指して​

​いただきたいです 。​

​高峰教育委員​ ​　大淀川学習館についてはＳＮＳでも多くのディスカッションが起こっており、​

​今回の結論はみんなで考えるいいきっかけになったと思います。​

​　科学技術館に関しては駅から非常に近い好立地ですので、観光客の方が​

​雨の日に立ち寄れるよう観光客向けのコンテンツとして、宮崎の歴史や文化​

​を学べるアートや博物館的なコンテンツの充実も期待しています。​

​井ノ上生涯学習課​

​長​

​　様々なご意見ありがとうございます。これから具体的な基本計画を作る中​

​で、これまで来館されている方、されていない方、専門家の方々からも広い​

​意見を集めて進めてまいります。プラネタリウムに関しても機器も新しくして、​

​コンテンツも観光客の誘客にしっかりと着目してまいります。​

​小林教育委員​ ​　広く意見を収集されるとのことですので、小中高校生向けにもリニューアル​

​のアイデアを収集できる仕組みを検討いただくといいかと思います。​

​黒木教育長​ ​　他にないようでしたら、「その他（１）小学校水泳授業民間プール活用モデ​

​ル事業の実施について」事務局から説明をお願いします。​

​河野企画総務課長​ ​　本事業は、インストラクターや体育アシスタントが水泳指導を行うことによる​

​児童の泳力向上、学校プール施設の維持管理費抑制、教員の負担軽減を​

​目的としています。​

​　本事業は令和６年度から開始し、今年で３年目となります。​

​　実施校及び授業実施場所は表のとおりです。​

​　実施校は、児童数、プール施設の劣化状況、学校からスイミングスクールま​

​での距離の３点を基準に選定しています。​

​　昨年度から継続して実施する学校が６校、今年度から新規で始まる学校は​

​表左側に丸を付けています瓜生野小学校、大久保小学校、佐土原小学校、​

​小戸小学校の４校です。​

​　続きまして、水泳授業の実施場所についてです。今年度から新たに、民間​

​プールでは「ABCスポーツクラブ」が加わり、大久保小学校が利用を開始しま​

​す。公共施設では県の指定管理施設である「パーソルアクアパーク宮崎」を​

​利用して、小戸小学校が授業を行います。小戸小学校は、昨年度のトライア​

​ル実施で良好な結果が得られたことを受け、本年度より水泳授業の会場を​

​パーソルアクアパーク宮崎へと移行することとなりました。​

​　学校とスイミングスクール、公共施設の間の移動は、スイミングスクールで管​

​理しているバスや教育委員会が手配したバスで行います。​

​7​



​　授業実施期間は５月から１０月までとし、新規校４校では終了後に児童、保​

​護者、教員の三者に対してアンケートを実施します。​

​　今後の方針としましては、これまでの実施効果を検証したうえで、民間と両​

​公共施設を活用しながら、本事業の充実を図ってまいりたいと考えていま​

​す。​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明について、質問等はありませんか。​

​松尾代表教育委員​ ​　非常に好評をいただいている事業だと思いますが、今後の見通しとして、あ​

​とどれくらい拡大できる見込みなのでしょうか。​

​河野企画総務課長​ ​　施設が限られていることや県立プールとの利用調整もありますので、もう少​

​し時間をかけて見極めてまいりたいと考えています。​

​片山教育委員​ ​　実施期間が１ヶ月のところもあれば４、５ヶ月の学校もあるのはなぜでしょう​

​か。水泳の時間数自体に違いがあるのですか。​

​河野企画総務課長​ ​　１学年６回程度の授業の実施回数を増やすということではありません 。​

​黒木教育長​ ​　実施期間に開きがあるのは人数が多い学校や、学年ごとにずらしていくと​

​いう理解でいいですか。​

​河野企画総務課長​ ​　できるだけ短い期間で同じ学年ができたほうが効果的ということもありますの​

​で、期間を長く取っている状況です。​

​片山教育委員​ ​　人数が多いから期間を長くとっていたり、学校の経営方針というのもあるの​

​かなと気になったので聞かせていただきました。​

​河野企画総務課長​ ​　 学校の教育課程編成の意向を踏まえたスケジュールとなっています。​

​黒木教育長​ ​　他にないようでしたら、「その他（２）『未来の学校』の実現に向けた教育環​

​境整備に関する基本方針の地域説明について」事務局から説明をお願いし​

​ます。​

​河野企画総務課長​ ​　本年３月に策定いたしました基本方針に関する説明を各団体に始めていま​

​す 。広く市民の方に知っていただく趣旨から、自治会連合会、青少年育成​

​連合会、まちづくり推進協議会などへ順次説明をしてまいりました。今後も市​

​ＰＴＡ協議会や自治会連合会理事会での説明を予定しています。並行して２​

​７ある各地域の学校運営協議会にて、それぞれの学校の児童生徒数の推計​

​や老朽化の状況などの情報を提供しながら、意見交換をしていきたいと考え​

​ています。​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明について、質問等はありませんか。​

​小林教育委員​ ​　学校運営協議会、２７地域に対して説明を設けられているのは大変素晴ら​

​しいと思いました。学校運営協議会への説明は、教育委員会の職員が出向​

​いて行われるのですか 。​

​河野企画総務課長​ ​　はい、事務局の企画総務課を中心に説明をしてまいりたいと考えていま​

​す。​
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​小林教育委員​ ​　地域へ広く浸透させていくことは、コミュニティスクールの活性化という課題​

​にとっても非常に良い企画になるかと思います。引き続きよろしくお願いしま​

​す。​

​黒木教育長​ ​　他にないようでしたら、「その他（３）旧生目台西小学校跡地について」は議​

​事の進行上、後ほど事務局から説明をお願いします。​

​　続きまして、　「６次回教育委員会について」と「７行事予定」について、一​

​括して事務局から説明をお願いします。​

​河野企画総務課長​ ​　５月２８日から２９日は、「宮崎県市町村教育委員会連合会第１回理事会と​

​総会」が開催され、松尾代表教育委員には会長としてご出席をお願いいたし​

​ます。​

​　６月８日から２４日は、６月の定例市議会、６月２９日が次回の定例教育委員​

​会です。７月３日は県への要望活動、７月９日から１０日は全国都市教育長協​

​議会理事会及び中核市教育長会で東京出張、７月２２日が７月の定例教育​

​委員会の予定となっています。​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明に対し、質問はありませんか。​

​教育委員​ ​　なし。​

​黒木教育長​ ​　ないようでしたら、議案第１７号「令和８年度一般会計補正予算案につい​

​て」、報告第１２号「令和８年度第１回宮崎市いじめ防止対策委員会につい​

​て」、その他（３）「旧生目台西小学校跡地について」につきましては、地方教​

​育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項により、非公開としたい​

​と思いますが、いかがでしょうか。​

​教育委員​ ​　異議なし。​

​黒木教育長​ ​　それでは、これより非公開といたします。​

​黒木教育長​ ​　それではここで非公開を解除いたします。​

​　以上をもちまして、令和８年第５回教育委員会定例会を終了いたします。​
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